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変動する公共料金の例
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電力量料金（1kwh）の一例

変動料金の事例①（電力）

（注）基本料金は別途設定

電力（自由部門）の利用料金

（円）

 電力使用量の少ない深夜から早朝にかけての電力料金を昼間よりも安くする料金プランを設定する事業者も
存在。

 各小売電気事業者は、自由に料金設定が可能。

電力使用量の少ない深夜～早朝
の電力量料金を低く設定

（出所）資源エネルギー庁
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変動料金の事例②（バス）

高速乗合バスの運賃

 届出により、基本運賃に加え、割引運賃として上限額と下限額（上限額の80％以上）の幅による柔軟な運賃
（幅運賃）を設定することが可能。

運賃体系のイメージ
◼ 高速乗合バスは、国土交通大臣への７日前までの事前届出により運賃の設定が可能

（軽微運賃）（道路運送法第９条、道路運送法施行規則第10条）

◼ 他方、一般路線バスは、上限運賃（認可：標準処理期間３か月）の範囲内で実施運賃
（30日前までの事前届出）を設定

法制度

10,000円（100％）

8,000円（80％）
8,500円（100％）

6,800円（80％）

7,500円（100％）

6,000円（80％）

上限

下限

上限

下限

上限

下限

幅運賃
インターネットを活用し
た需給動向に応じた
運賃設定が可能

12,000円（基本運賃）

Ａ運賃 Ｂ運賃 Ｃ運賃
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変動料金の事例③（航空）

国内線の航空旅客運賃

 2000年の航空法改正より、国内線の航空旅客運賃において航空会社は市場の状況に応じた自由な経営
判断に基づき、多様な運賃・料金を設定し、かつこれを随時変更することが可能となった。

 空席数の予測や搭乗日までの期間などを踏まえ、各社独自の変動運賃体系を展開。

多い 空席数の予測 少ない

高
い

運
賃

安
い

10,000円

12,000円

14,000円

16,000円空席数の予測に応じて
運賃が変動

※ 運賃額はイメージ

高
い

運
賃

安
い

通常運賃（搭乗当日まで）

セール運賃①（搭乗前日まで）

セール運賃②
（搭乗２８日前まで）

330日前 28日前 １日前 搭乗当日

運賃額

混
雑

閑
散

航空会社Aの変動運賃イメージ 航空会社Bの変動運賃イメージ

◼ 国内線の航空旅客の運賃・料金は、国土交通大臣へ
の事前届出（航空法第105条第１項）

◼ ただし、他の航空事業者との間に不当競争が生じるお
それがあるとき等は、国土交通大臣は運賃・料金の変
更を命ずることが可能（航空法第105条第２項）

○航空法（昭和二十七年法律第二百三十一号）（抄）
（運賃及び料金）
第百五条 本邦航空運送事業者は、旅客及び貨物（国際航空運送事業に係る郵便物を除く。第三項
において同じ。）の運賃及び料金を定め、あらかじめ、国土交通大臣に届け出なければならない。これを
変更しようとするときも同様である。

２ 国土交通大臣は、前項の運賃又は料金が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、当該本邦
航空運送事業者に対し、期限を定めてその運賃又は料金を変更すべきことを命ずることができる。
一 特定の旅客又は荷主に対し、不当な差別的取扱いをするものであるとき。
二 社会的経済的事情に照らして著しく不適切であり、旅客又は荷主が当該事業を利用することを著し
く困難にするおそれがあるものであるとき。

三 他の航空運送事業者との間に、不当な競争を引き起こすこととなるおそれがあるものであるとき。
３・４ （略）

法制度
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変動料金の事例④（宿泊）

旅館の宿泊料金

 宿泊業界では、ホテル需要が増加する大型連休や夏季、休日などの宿泊料金を高く設定し、平日などの利
用者が少ない時期には宿泊料金を低く設定する変動料金が主流。

 宿泊料金に係る法規制はなし。（旅館業を営もうとする場合は、旅館業法に基づく許可が必要。）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

4月 D D D D C C D D D D D C C D D D D D C C D D D D D B A A A A

5月 B B A A A D D D D C C D D D D D C C D D D D D C C D D D D D C

宿泊料金カレンダーのイメージ

ホテル需要が増える大型連休や休日などに宿泊料を高く設定し、
平日などの利用者が少ない時期に宿泊料を低く設定

【宿泊料金】
１名１室利用時
A期間 30,000円
B期間 26,000円
C期間 22,000円
D期間 18,000円
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